
目的: サブサハラアフリカ地域における婚姻関係を結んでいない性交渉相手と

のパートナーシップ形成過程を、国単位での性行動調査データを用い明らかに

する。 

方法：婚姻関係を結んでいない性交渉相手とのパートナーシップ形成過程は非

定常ポアソン過程で現せるとして数理モデルを構築した。構築された数理モデ

ルをサブサハラアフリカ２５カ国の性行動調査データに適用し、国別での１２

ヶ月間で新しく誕生した非婚姻関係の性交渉パートナーシップ数の平均と分散

を推定した。 

結果：我々の提案したモデルは未婚者、既婚者、性別を問わず、性行動データ

と良くあてはまっていた。新しく形成された国別平均パートナーシップ数の２

５カ国間における中央値は、0.574 と未婚男性が最も高く、未婚女性 (0.337)、

既婚男性 (0.192)、既婚女性 (0.038)と続いた。国別パートナーシップ数の分散

に関しては未婚男性が最も高く(0.127)、既婚男性(0.057)、未婚女性(0.003)、既

婚女性(0.000)と続いた。国の違いによる平均パートナーシップ数のばらつきは

未婚男性が最も大きく(0.103 から 1.206)、分散のばらつきは未婚女性が最も大

きかった(0.000から 1.994)。 

結論：非婚姻関係の性交渉パートナーシップは偶然の効果に大きく左右される

確率論的な現象である。また、サブサハラアフリカ地域では、非婚姻関係の性

交渉パートナーシップ数の平均、分散共に、国、当事者の婚姻状況、性別によ

って大きく異なり、未婚者は既婚者よりも平均パートナー数が大きく、また男

性の方が女性よりも平均パートナー数が大きい。未婚者の性行動が性的関係ネ

ットワーク、ひいては性感染症の流行を決定づける大きな役割を果たしている

事が示唆される。 
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